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証券コード6492

2021年２月10日

株　主　各　位

北 九 州 市 門 司 区 中 町 １ 番
 

14 号

代表取締役社長 岡 野 武 治

「第121回定時株主総会招集ご通知」に関する

インターネット開示情報のご案内
（法令および定款に基づくみなし提供事項）

　法令および当社定款第17条の規定に基づき、「第121回定時株

主総会招集ご通知」のうち、当社ウェブサイト（http://www.okano-

valve.co.jp/）に掲載することにより当該添付書類から記載を省

略した事項は次のとおりとなりますので、ご高覧賜りますようお

願い申し上げます。

記

１．事業報告の「会社の体制および方針」 ２頁～５頁

２．連結計算書類の「連結注記表」 ６頁～12頁

３．計算書類の「個別注記表」 13頁～17頁

以　上
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会社の体制および方針

Ⅰ．業務の適正を確保するための体制の整備

　当社は、取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するた

めの体制その他会社の業務の適正を確保するための体制について、以下のと

おり定めております。

１．取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保す

るための体制

(1) 当社は、経営理念に則った行動規範を制定し、取締役はその精神を全

従業員に継続的に伝達することにより、法令、定款及び社会倫理の遵守

を企業活動の前提とすることを徹底する。

(2) 会社の業務執行が適正に行われるため、取締役は実効性のある内部統

制システムの構築とコンプライアンス体制の確立に努める。

(3) コンプライアンス体制の整備・強化のため、管理担当取締役を委員長

とし、役員及び各部長から構成されるコンプライアンス委員会を設置し、

法令遵守と健全な企業活動の推進を図る。また、法令遵守上疑義のある

行為等については、コンプライアンス相談窓口を通じて従業員からも情

報を入手できる体制を整備し、事実調査を行うとともに再発防止への対

応を図る。また、内部通報者が通報または相談したことを理由に不利益

な処遇を受けないことを確保する体制とする。

(4) 監査等委員会は、内部統制システム及びコンプライアンス体制の有効

性と機能を監査し、必要に応じ取締役に対し改善を助言または勧告する。

２．財務報告の信頼性を確保するための体制

　財務報告の信頼性を確保するため、一般に公正妥当と認められる財務報

告に係る内部統制の評価の基準に従い、財務報告に係る内部統制の有効性

を評価、報告する体制を整備し運用するとともに、その体制が適正に機能

することを継続的に評価し、不備があれば必要な是正措置を行う。

３．取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

　取締役の職務の執行に係る情報については、社内規程に基づき適切かつ

確実に保存・管理し、取締役はそれらの情報を常時閲覧できる体制とする。
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４．損失の危険の管理に関する規程その他の体制

(1) 社長直轄の内部監査室は、各部門におけるリスク管理状況等について

定期的かつ公正不偏に監査を実施し、問題点の把握、防止及び改善を行

い、監査結果及びフォロー状況を社長に報告する。

(2) 大規模な災害等、事業活動上の重大な事態が発生した場合には、本社

に対策本部を設置し、迅速かつ組織的な対応と的確な情報伝達を行い、

損害を最小限に抑える体制を整備する。

５．取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

(1) 取締役の職務の執行については、取締役会規程に定められている決議

事項について取締役会に付議することを遵守し、原則として取締役会の

１週間前に議題に関する資料が配布される体制とする。

(2) 取締役会は、原則として毎月１回開催するほか必要に応じて随時開催

し、経営の重要事項の意思決定及び取締役の職務の執行状況の管理、監

督を行う。

６．当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための

体制

(1) 当社と子会社が、相互に密接な連携のもとに経営を円滑に運営し、事

業の発展を図るため「関係会社管理規程」を定め、これに基づき子会社

の経営状況等を管理する体制とする。

(2) 子会社の規程は、原則として当社規程を準用するものとし、子会社独

自の規程を定める場合は、当該内容の規定の相当性につき当社が確認し、

必要に応じて助言を行う。
 

(3) 子会社の取締役のうち数名及び監査役は当社従業員が兼務しており、

子会社が当社の経営方針に沿って適正に運営されていることを確認する

とともに、子会社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保

する体制とする。

(4) 子会社の経営の自主性及び独立性を尊重しつつ、連結グループ経営の

適正かつ効率的な運用に資するため、子会社において経営上重要な事項

を決定する場合は、当社へ事前協議等が行われ、当社の事前承認を求め

る体制とする。また、業績については定期的に、業務上重要な事項が発

生した場合は都度、当社に報告が行われる体制とする。
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(5) 監査等委員会及び内部監査室は、定期的または臨時に子会社のコンプ

ライアンス活動やリスク管理を含む当社グループ管理体制を監査し、取

締役会等に報告する。

７．監査等委員会の職務を補助すべき使用人に関する体制と当該使用人の取

締役からの独立性に関する事項、当該使用人に対する指示の実効性に関

する事項

(1) 監査等委員会の職務を補助すべき使用人を配置する必要が生じた場合

または監査等委員会の求めがあった場合には、監査等委員会と協議のう

え、業務補助のためのスタッフを置く。

(2) 当該使用人は監査等委員会スタッフ業務に関し、監査等委員会の指揮

命令下に置く。また、当該使用人の人事については、監査等委員会と事

前に協議を行い、同意を得たうえで決定し、当該使用人の取締役（監査

等委員である取締役を除く。）からの独立性を確保する。

８．当社及び子会社の取締役及び使用人が監査等委員会に報告するための体

制、その他の監査等委員会への報告に関する体制、報告したことを理由

として不利な取扱いを受けないことを確保するための体制

(1) 監査等委員会は、重要な意思決定のプロセスや業務の執行状況を把握

するため、当社及び子会社の取締役及び使用人に対し報告を求めること

ができる。

(2) 当社及び子会社の取締役及び使用人は、当社グループの業績に影響を

与える重要な事項、職務執行に関する法令ならびに定款違反、当社グル

ープに損害を及ぼす恐れのある事実を知った場合は、直ちに監査等委員

会に報告する。

(3) 内部通報窓口の担当者は、内部通報の受付・対応状況について都度監

査等委員会に報告する。

(4) 当社は、監査等委員会に報告を行った者に対して、当該報告をしたこ

とを理由とした不利益な処遇を一切行わない。

９．その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体

制

(1) 監査等委員会は、会計監査人、内部監査室、子会社監査役と連携して

情報交換に努め、当社グループの監査の実効性を確保する。
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(2) 監査等委員会は、監査の実施にあたり独自の意見形成を行うため、必

要に応じて弁護士・公認会計士等の専門家を活用することができる。

(3) 当社は、監査等委員会が必要と認める監査費用については、その支払

時期、償還手続き等を含め、全額これを負担する。

Ⅱ．業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要

　当社は、業務の適正を確保するための体制について、体制の整備当初から

内部統制システムの整備及び運用状況について継続的にモニタリングを実施

しており、取締役会にその内容を報告しております。また、モニタリングの

結果判明した問題点等については必要な是正処置を行い、より適切な内部統

制システムの構築・運用に努めております。

　当事業年度においては、財務報告に係る内部統制の基本方針に基づいた内

部統制評価の他、内部監査計画に基づき業務監査等を実施しております。

－ 5 －
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連　結　注　記　表

連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記等

１．連結の範囲に関する事項

連結子会社の数　１社

連結子会社は岡野クラフト㈱であります。

２．持分法の適用に関する事項

持分法を適用した関連会社の数　１社

(1) 持分法を適用した関連会社はスペロ機械工業㈱であります。

(2) 持分法の適用会社は決算日が連結決算日と異なるため、適用会社の

事業年度に係る計算書類を使用しております。

３．連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社の岡野クラフト㈱の決算日は９月30日であります。

　連結計算書類の作成にあたっては同日現在の計算書類を使用し、連結決

算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行ってお

ります。

４．会計方針に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

有価証券

その他有価証券

時価のあるもの……………決算期末日の市場価格等に基づく時価

法（評価差額は全部純資産直入法によ

り処理し、売却原価は移動平均法によ

り算定）

時価のないもの……………移動平均法による原価法

たな卸資産

製品及び仕掛品……………個別法による原価法（収益性の低下に

よる簿価切下げの方法）

原材料………………………移動平均法による原価法（収益性の低

下による簿価切下げの方法）

－ 6 －
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(2) 重要な減価償却資産の減価償却方法

有形固定資産………………………定額法

  なお、主な耐用年数は次のとおりで

  あります。

  建物及び構築物　　　10～50年

  機械装置及び運搬具　５～17年

無形固定資産………………………定額法

  なお、自社利用のソフトウエアにつ

  いては、社内における利用可能期間

  （５年）に基づいております。

(3) 重要な引当金の計上基準

貸倒引当金…………………………債権の貸倒れによる損失に備えるた

め、一般債権については貸倒実績率

により、貸倒懸念債権等特定の債権

については個別に回収可能性を勘案

し、回収不能見込額を計上しており

ます。

賞与引当金…………………………連結子会社については、従業員の賞

与の支給に備えるため、将来の支給

見込額のうち当連結会計年度の負担

額を計上しております。

製品保証引当金……………………当社が納入した製品の無償交換費用

等の将来の支出に備えるため、今後

発生すると見込まれる額を計上して

おります。

工事損失引当金……………………工事契約に係る将来の損失に備える

ため、当連結会計年度における損失

見込額を計上しております。

役員退職慰労引当金………………役員の退職慰労金の支出に備えるた

め、内規に基づく期末要支給額を計

上しております。

－ 7 －
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(4) 退職給付に係る会計処理の方法

①　退職給付見込額の期間帰属方法

　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末

までの期間に帰属させる方法については、期間定額基準によっており

ます。

②　数理計算上の差異の費用処理方法

　数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時における従

業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）による定額法によ

り按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理しており

ます。

(5) 重要な収益及び費用の計上基準

完成工事高及び完成工事原価の計上基準

　当連結会計年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められ

る工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法

による）を適用し、その他の工事については工事完成基準を適用して

おります。

(6) 消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は税抜方式によっております。

追加情報

　当連結会計期間における新型コロナウイルス感染症拡大により、当

社グループでは売上計画の一部延伸、また、生産量の減少による工場

操業度の低下の影響を受けておりましたが、一時的な需要低下がある

ものの、感染拡大の収束、経済活動の再開に伴い当連結会計年度末に

かけて受注状況が回復していくと仮定し、繰延税金資産の回収可能性

および固定資産の減損等の会計上の見積りについては当該仮定を反映

しておりました。

　しかしながら、当連結会計年度末時点においても感染拡大の収束の

目途はたっておらず、2021年度においても当社グループの売上計画等

に影響を与えることが予想されるため、翌連結会計年度末にかけて受

注状況が回復していくと仮定し、繰延税金資産の回収可能性および固

定資産の減損等の会計上の見積りを行っております。

　なお、将来における実績値に基づく結果が、これらの見積りおよび

仮定とは異なる可能性があります。

－ 8 －
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連結貸借対照表に関する注記

１．有形固定資産の減価償却累計額 6,665,529千円

２．担保に供している資産
土地 54,906千円

担保に係る債務
長期借入金 200,000千円

３．損失が見込まれる工事契約に係るたな卸資産と、これに対応する工事損
失引当金230,479千円（仕掛品230,479千円）を相殺表示しております。

４．国庫補助金等の受入れにより、機械装置及び運搬具677,663千円、有形固
定資産その他25,233千円を取得価額より直接減額しております。

連結損益計算書に関する注記
１．受取補償金
　　連結子会社である岡野クラフト株式会社において、福島第一原子力発電

所の事故に伴い東京電力ホールディングス株式会社から受取りました賠
償金を特別利益に計上したものであります。

２．臨時損失
　　新型コロナウイルス感染症の拡大防止を背景とした緊急事態措置等によ

り、一部の事業所において当社グループの業務が提供できなかった期間
に係る固定費を特別損失に計上したものであります。

連結株主資本等変動計算書に関する注記

１．発行済株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増 加 減 少 当連結会計年度末

普 通 株 式 1,793,000株 － － 1,793,000株

２．当連結会計年度中に行った剰余金の配当に関する事項

決 議 株式の種類 配当金総額
１株当たり

配当額
基 準 日 効力発生日

20 2 0年２月2 7日
定 時 株 主 総 会

普通株式 34,566千円 20.0円 2019年11月30日 2020年２月28日

－ 9 －
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３．当連結会計年度の末日後に行う剰余金の配当に関する事項

2021年２月25日開催の定時株主総会に次のとおり付議しております。

普通株式の配当に関する事項

配当金の総額 34,256千円

配当の原資 利益剰余金

１株当たり配当額 20.0円

基準日 2020年11月30日

効力発生日 2021年２月26日

金融商品に関する注記

１．金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針

　当社グループは、資金運用については短期的な預金等に限定し、自己

資金および銀行等金融機関からの借入により資金を調達しております。

(2) 金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制

　営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されておりますが、

当社グループの製品・サービスは、その大半を総合商社経由で販売して

おり、商社を経由しない販売先についても、国内大手プラントおよびメ

ーカー、電力事業者等、極めて信頼性の高い取引先が中心であることか

ら、顧客の信用リスクは極めて低いものと想定した与信管理を実施する

こととしております。

　投資有価証券は、主に業務上の関係を有する企業等の株式であり、市

場価格の変動リスクに晒されておりますが、定期的に時価や発行体（取

引先企業）の財務状況等を把握し、また、取引先企業との関係を勘案し

て保有状況を継続的に見直しております。

　営業債務である買掛金は、そのほとんどが２ヶ月以内の支払期日であ

ります。

　借入金の使途は設備投資資金であります。

(3) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格のない

場合には合理的に算定された価額が含まれております。当該価額の算定

においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用す

ることにより、当該価額が変動することもあります。
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２．金融商品の時価等に関する事項

　2020年11月30日における連結貸借対照表計上額、時価およびこれらの差

額については以下のとおりであります。なお、時価を把握することが極め

て困難と認められるものは含まれておりません。（（注２）参照）

連結貸借対照表計上額
（千円）

時　　価（千円） 差　　額（千円）

(1) 現 金 及 び 預 金 3,512,811 3,512,811 －

(2) 受取手形及び売掛金 3,454,770 3,454,770 －

(3) 投 資 有 価 証 券 171,410 171,410 －

資 産 計 7,138,992 7,138,992 －

(1) 買 掛 金 441,197 441,197 －

(2) 未 払 法 人 税 等 64,784 64,784 －

(3) 長 期 借 入 金
 

（１年内返済を含
 

む）
2,086,309 2,088,616 2,307

負 債 計 2,592,291 2,594,598 2,307

（注１）金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項

資産

(1) 現金及び預金、並びに(2) 受取手形及び売掛金

　これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と

ほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

(3) 投資有価証券

　投資有価証券の時価について、株式は取引所の価格によっており

ます。

負債

(1) 買掛金、並びに(2) 未払法人税等

　これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と

ほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

(3) 長期借入金（１年内返済予定の長期借入金を含む）

　長期借入金の時価については、元利金の合計額を同様の新規借入

を行った場合に想定される利率で割り引いた現在の価値により算定

しております。
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（注２）時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

区 分 連結貸借対照表計上
 

額（千円）

非 上 場 株 式 118,588

関 係 会 社 株 式 179,598

　これらについては、市場価格がなく時価を把握することが極めて困難と

認められることから、投資有価証券に含めておりません。

１株当たり情報に関する注記

１．１株当たり純資産 5,146円67銭

２．１株当たり当期純利益 217円77銭

重要な後発事象に関する注記

該当する事項はありません。

記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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個　別　注　記　表

重要な会計方針に係る事項に関する注記

１．有価証券の評価基準及び評価方法

子会社株式及び関連会社株式……移動平均法による原価法

その他有価証券

時価のあるもの…………………決算期末日の市場価格等に基づく時価

法（評価差額は全部純資産直入法によ

り処理し、売却原価は移動平均法によ

り算定）

時価のないもの…………………移動平均法による原価法

２．たな卸資産の評価基準及び評価方法
製品及び仕掛品……………………個別法による原価法（収益性の低下に

よる簿価切下げの方法）

原材料………………………………移動平均法による原価法（収益性の低

下による簿価切下げの方法）

３．固定資産の減価償却の方法

有形固定資産………………………定額法

なお、主な耐用年数は次のとおりであ

ります。

建物　　　　　10～50年

機械及び装置　６～17年

無形固定資産………………………定額法

なお、自社利用のソフトウエアについ

ては、社内における利用可能期間（５

年）に基づいております。

４．引当金の計上基準

貸倒引当金…………………………債権の貸倒れによる損失に備えるため、

一般債権については貸倒実績率により、

貸倒懸念債権等特定の債権については

個別に回収可能性を勘案し、回収不能

見込額を計上しております。
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製品保証引当金……………………当社が納入した製品の無償交換費用等

の将来の支出に備えるため、今後発生

すると見込まれる額を計上しておりま

す。

工事損失引当金……………………工事契約に係る将来の損失に備えるた

め、当事業年度における損失見込額を

計上しております。

退職給付引当金……………………従業員の退職給付に備えるため、当事

業年度末における退職給付債務及び年

金資産の見込額に基づき計上しており

ます。

(1) 退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退

職給付見込額を当事業年度末まで

の期間に帰属させる方法について

は、期間定額基準によっておりま

す。

(2) 数理計算上の差異の費用処理方法

数理計算上の差異については、各

事業年度の発生時における従業員

の平均残存勤務期間以内の一定の

年数（10年）による定額法により

按分した額を、それぞれ発生の翌

事業年度から費用処理しておりま

す。

なお、退職給付に係る未認識数理

計算上の差異の未処理額の会計処

理の方法は、連結計算書類におけ

るこれらの会計処理の方法と異な

っております。

役員退職慰労引当金………………役員の退職慰労金の支出に備えるため、

当社内規に基づく期末要支給額を計上

しております。
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５．重要な収益及び費用の計上基準

完成工事高及び完成工事原価の計上基準

当事業年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事
については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法による）
を適用し、その他の工事については工事完成基準を適用しております。

６．消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は税抜方式によっております。

追加情報

　当事業年度における新型コロナウイルス感染症拡大により、当社では
売上計画の一部延伸、また、生産量の減少による工場操業度の低下の影
響を受けておりましたが、一時的な需要低下があるものの、感染拡大の
収束、経済活動の再開に伴い当事業年度末にかけて受注状況が回復して
いくと仮定し、繰延税金資産の回収可能性および固定資産の減損等の会
計上の見積りについては当該仮定を反映しておりました。
　しかしながら、当事業年度末時点においても感染拡大の収束の目途は
たっておらず、2021年度においても当社の売上計画等に影響を与えるこ
とが予想されるため、翌事業年度末にかけて受注状況が回復していくと
仮定し、繰延税金資産の回収可能性および固定資産の減損等の会計上の
見積りを行っております。
　なお、将来における実績値に基づく結果が、これらの見積りおよび仮
定とは異なる可能性があります。

貸借対照表に関する注記

１．有形固定資産の減価償却累計額 6,478,969千円

２．担保に供している資産

土地 71,524千円

担保に係る債務

長期借入金 200,000千円

３．関係会社に対する金銭債権債務

短期金銭債権 748,246千円

短期金銭債務 130,484千円

４．損失が見込まれる工事契約に係るたな卸資産と、これに対応する工事損

失引当金230,479千円（仕掛品230,479千円）を相殺表示しております。

５．国庫補助金等の受入れにより、機械及び装置677,663千円、工具、器具及

び備品25,233千円を取得価額より直接減額しております。
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損益計算書に関する注記

臨時損失

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止を背景とした緊急事態措置等に

より、一部の事業所において当社の業務が提供できなかった期間に係る

固定費を特別損失に計上したものであります。

関係会社との取引高

売上高 2,019,587千円

仕入高 1,550,375千円

営業取引以外の取引高 19,252千円

株主資本等変動計算書に関する注記

自己株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増 加 減 少 当事業年度末

普 通 株 式 64,653株 15,520株 － 80,173株

税効果会計に関する注記

繰延税金資産

退職給付引当金 207,728千円

工事損失引当金 96,042千円

役員退職慰労引当金 11,487千円

減損損失 39,117千円

投資有価証券評価損 36,046千円

原材料評価損 21,336千円

仕掛品評価損 58,541千円

繰越欠損金 176,015千円

その他 90,714千円

繰延税金資産小計 737,030千円

評価性引当額 △524,683千円

繰延税金資産合計 212,347千円

繰延税金負債

その他有価証券評価差額金 1,572千円

繰延税金負債合計 1,572千円

繰延税金資産の純額 210,774千円
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関連当事者との取引に関する注記

親会社及び法人主要株主等

属 性
会 社 等 の
名 称

議決権等の
所 有 (被 所
有)割合(％)

関 係 内 容

取引の内容
取引金額
（千円）

科 目
期 末 残 高
（千円）役 員 の

兼 任 等
事 業 上
の 関 係

その他の
関係会社

岡野商事㈱
(被所有)
直接　21.8

兼 任
２ 名

当社製品
等の販売

製品等の販売 2,019,587 売掛金 725,807

（注）取引条件及び取引条件の決定方針等

(1) 製品等の販売につきましては、受注の都度当社で作成した見積価格

を提示し、価格交渉の上、受注価格を決定しております。

(2) 上記金額のうち、取引金額は消費税等を含まない金額で記載し、各

科目の残高は消費税等を含む金額で記載しております。

子会社及び関連会社

属 性
会 社 等 の
名 称

議決権等の
所 有 (被 所
有)割合(％)

関係内容

取引の内容
取引金額
（千円）

科 目
期 末 残 高
（千円）役 員 の

兼 任 等
事 業 上
の 関 係

子会社 岡野クラフト㈱
直接
100

兼 任
１ 名

当 社 製 品
の 機 械 加
工・メンテ
ナ ン ス 作
業 の 外 注

機 械 加 工・
メンテナンス
等 の 外 注

1,469,696 買掛金 129,729

（注）取引条件及び取引条件の決定方針等

(1) 機械加工・メンテナンス等の外注費につきましては、市場価格を勘

案して毎期価格交渉の上、一般的取引条件と同様に決定しておりま

す。

(2) 上記金額のうち、取引金額は消費税等を含まない金額で記載し、各

科目の残高は消費税等を含む金額で記載しております。

１株当たり情報に関する注記

１．１株当たり純資産 4,611円28銭

２．１株当たり当期純利益 78円95銭

重要な後発事象に関する注記

該当する事項はありません。

記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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